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問. V = {(an)n∈N | an ∈ C, an+3 = an}と置く．V は数列の和と定数倍（スカラー倍）に関して複素線型空間であ
る（このことは認めて良い）．a = (an)n∈N, b = (bn)n∈N ∈ V について

⟨a | b⟩ = a0b0 + a1b1 + a2b2

と置く．また，a = (an) ∈ V について（「n ∈ N」は省略した．以下同様）φ(a) ∈ V を

φ(a)n = an+1

により定める（φ(a)を，第 n項が an+1 に等しい数列として定める）．最後に，e(0), e(1), e(2) ∈ V をそれぞれ条件

e(i)n =

{
1, n = 3m+ i，ただしm ∈ N,
0, その他の場合

により定める．

0) a ∈ V について φ(a) ∈ V であることを確かめよ．
※ これは各自で確かめれば良い．解答は不要である．

1) ⟨ · | · ⟩は V のエルミート内積であることを示せ．
2) {e(0), e(1), e(2)}は V の ⟨ · | · ⟩に関する正規直交基底（o.n.b.）であることを示せ．
3) (e(0), e(1), e(2))に関する φの表現行列を求めよ．
4) φは等長変換（計量を保つ線型変換）であることを示せ（この場合，φはユニタリ変換とも呼ばれる）．また，

φが対角行列で表されるような（表現行列が対角行列であるような）V の正規直交基底を一組求めよ．その基
底に関する φの表現行列も求めること．

※ 参考文献がある場合には最後にまとめて箇条書きで示すこと．

※ 裏面を用いても良いが，表面の末尾にその旨示すこと．また，裏面を用いる際には表面と上下が同一になるように（左あるいは

右綴じになるように）用いること．

※ 共同作成者に記載がないにもかかわらず，ほかのレポートとほぼ同一であるレポートが散見される．誰かと共同してレポート

を作成することは構わないが，そのことは明記すること．それをしなければ剽窃であって，これは学術上の致命的な不正行為であ

る．万一，写される側がそのことを承知していなかったことが露見した場合には重大な結果をもたらす可能性がある．

（以上）


